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地域材を利用した学校施設整備

～中津市立鶴居小学校木造体育館の建設～

中津市について
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中津市の山林原野を取り巻く状況

中津市の山林原野の状況
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森林資源現況表中津市合計と
簡易収穫表（Ｈ１７年度 )より

・市内事業者を積極的に活用する。

・地元材を積極的に活用する。

・建築にかかる質の向上と低コスト化を図る。

・研究会においては民間事業者が主体となって研究する。
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中津市木造校舎等研究会運営図
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地材地建の取り組み

鶴居小学校体育館建築工事の主な特徴
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鶴居小学校体育館の建設工程

基本・実施設計 平成１９年 ５月～平成２０年３月

既存施設解体工事 平成２０年１２月～平成２１年３月

新体育館建設工事

木材調達・加工 平成２０年 ９月～平成２１年６月

建設工事 平成２１年 ４月～平成２２年２月

基本・実施設計の発注

発注方式の比較検討
コンペ方式 プロポーザル方式
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設計プロポーザルの実施要領

設計プロポーザルの経過

平成１８年１０月２６日 第１回選定委員会（公募期間、参加資格、評価基準及

び審査方法等について審議）

平成１８年１１月１７日 公募開始

平成１８年１２月１５日 公募締め切り（４者から応募あり ※うち２者は設計

共同体）

平成１８年１２月１９日 第２回選定委員会（第１次審査：書類審査により通過

者の選定を行った結果、３者が通過）

平成１９年 １月１２日 第３回選定委員会（第２次審査：１者（チーム）毎に

提案者からの説明１０分後、質疑応答２０分計３０分

のヒアリング実施、同ヒアリング後、特定者を決定）

平成１９年 ５月１１日 特定者（ＤＡＮ・松山設計業務共同企業体）と基本・

実施設計委託契約締結
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平成２０年６月１０日 現役棟梁の意見聞き取り

聞取りの目的：今回の体育館建築に使用する伝統工法について。

聞取りの結果：高齢の大工でなければ経験が乏しい。若い大工

に経験を積ませるには良い機会との見解

平成２０年６月１９日 大分県林業試験場で材の強度、乾燥方法などを協議

協議の目的：材の強度、乾燥方法など協議

協議の結果：材の強度については、今回の条件では許容範囲で

あり、今回のような伝統工法であれば、内部割れ

のないような乾燥方法を考えることが重要である

ことを確認。

平成２０年６月２３日 地材地建の達成に向けた市内事業者等勉強会（第２回）

会議の目的：第１回の結果を受け、検討した内容の提案と事業

者の意見聴取。

会議の結果：木材調達ルート、乾燥方法などを提示し、予備指

名を経て入札を行う方針などを説明。

平成２０年７月１６日 予備指名

平成２０年９月１１日 指名競争入札

平成２０年９月１７日 工事請負契約締結

外観
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内観（側面）

内観（ステージ）
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立体構造図

建 築 概 要

建 築 面 積：８５９．２３㎡

延 床 面 積：９７４．６１㎡

高 さ：１２．７２ｍ

構 造・規 模：木造２階建て

梁 間：２４．７ｍ

アリーナ梁間：２０．７ｍ

桁 行 き：３７．８ｍ

使 用 木 材 量：３００㎥



11

建築コストの比較
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